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1 はじめに

これまで我々は，記憶や経験といったヒトが後天的

に獲得する現象が音環境の認知に影響を及ぼすこと，

能動的な学習が技能獲得過程において影響を及ぼすこ

となどの実験的検討を行ってきた [1][2]。技能は，個
人がそれぞれの生活において能動的な意識を持って

獲得してきたものであり，「聴く」という行為も能動

性を持って挑んだ場合には技能だと考えることがで

きる。本報では，「聴く」行為を技能として検証する

ため，聴き分けの実験における個人差や個人ごとの

スコアの変化を観察した。

2 聴く技能のモデル

聴く技能のモデル化に際して，マイケル・ポラン

ニーの提唱した暗黙知理論を用いた [3]。暗黙知のモ
デルを Fig.1に示す。
暗黙知には二つの状態があり，これを「諸細目」と

「包括的全体」と呼ぶ。「諸細目」とは技能を獲得す

るために頼りにする身体感覚などの情報である。「包

括的全体」とは，身体が受け取った感覚情報が統合化

されたものであり，これが技能を指し示す。技能を獲

得する段階では諸細目を頼りにしながら目標へと意

識を向けるため，諸細目一つ一つは意識に上らず，暗

黙的なものとなる。最終的に技能を獲得した段階で

は，感覚は統合され，諸細目から包括的全体への遷移

が起こる。この遷移が技能の獲得を意味する。暗黙

知とは，このようにして人が能動的に技能を獲得す

る過程を示す動的なモデルである。ここで，ゲシュタ

ルト心理学においては，心理現象は単純に要素の総

和からは説明できない全体性を持って構造化されて

いるとされる [4]。よって，我々が普段意識されない
個々の諸細目を認識するためには，包括的全体との関

係の中で意図的に諸細目に焦点を移せば良いのだが，

諸細目を一つ一つ観察することからは包括的全体を

導くことはできないと言える。

以上を元にして，被験者が聴く技能を獲得する様子

を Fig.2に示す。被験者は，聴き分けるという目標を
持つことによって，諸細目として得た情報を聴き分け

の基準を示す包括的全体に遷移させる。この遷移の過

程は個人的なものであるため，聴く技能は個人によっ

て異なるものと考えられる。また，遷移の過程で技能
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が向上することが考えられる。さらに，まだ構造化さ

れていない諸細目からインタビューによって得られる

言語記号は，構造化の進んだ諸細目を取り出して得ら

れる言語記号とは異なる，つまり，インタビューの間

に言葉が変化することが考えられる。最後に，インタ

ビューを通して諸細目が無意識から意識の上に表れ，

技能獲得に影響を与えることが考えられる。

3 実験方法

本研究においては，微妙に異なる音響空間を作り

出すために音場再現システムを用いるが，個人が社

会的関わりにおいて獲得した技能を調べるため，よ

り現実に近い再現をする必要がある。そこで，高いリ

アリティの実現が可能である境界音場制御の原理に

基づいた三次元音場再現システム (以下BoSCシステ
ム)を用いた [5]。
評価には，オーケストラの演奏音を BoSCシステ

ム用に収録したものを用いた。スピーカ数 62 chで
再現するものを基準音とし，スピーカの個数のみ 40
ch，20 chに減らして受聴者の耳元での音圧を等しく



したものを２種類の評価音とする。実験では，まず基

準音を流し，その後 2回流れた音のうちどちらが基
準音でどちらが評価音であったかを答えさせた。この

試行を 1日 12試行 (40 chと聴き比べる試行が 6試
行，20 chが 6試行)行い，4試行毎にインタビュー
とフィードバックとして正誤を示した [2]。被験者 5
人それぞれについて 2日間の実験である。

4 結果と考察

4.1 全体についての考察

Fig.3に，被験者全員の 2日間の正答数を示す。被
験者 5人の正答数に差が見られることから，聴く技
能が個人によって異なると言える。また，被験者に

よっては 1日目と 2日目で正答数に差があることか
ら，聴く技能が個人においても常に一定のものでは

ないことが示された。

4.2 個人についての考察

被験者 1の結果を Fig.4に示す。横軸は，基準音に
対して聴き比べたスピーカ数を示している。正答率が

伸びており，2日間で技能が向上したと考えられる。
しかし，インタビューでは最後まで「わからなかった」

という表現が見られ，正答した試行と本人の感じた難

易度が一定でなかった。このため，諸細目は包括的全

体に遷移しつつあるが，完全に構造化されておらず，

暗黙的なままだったと考えられる。

被験者 3の結果を Fig.5に示す。正答率が低下して
おり，聴く技能が低下していると考えられる。しか

し，2日とも 20 chと聴き比べる試行については全て
正解し，また「わかった」という感覚を得た際には確

実に正解していた。これより，最初から聴き分けの基

準を示す包括的全体が構造化されていたと考えられ

る。技能が低下した原因について考察すると，イン

タビューにおいて 1日目には音源の最初から終わり
までまんべんなく意識していることが伺われたが，2
日目の終わりに，「ピンポイントに注目しながら聴い

ていた」という回答が得られた。これより，1日目に
は漫然と得た感覚情報を統合して包括的全体へと移

行させていたが，2日目にはピンポイントの諸細目に
注目したために，全体性を持った構造が崩れ，技能が

低下した可能性が考えられる。

5 むすび

BoSCシステムを用いた実験により，「聴く技能」に
個人差があることやその変化が定量的に示された。ま

た，暗黙知理論に基づいた聴く技能のモデルに従っ

て，被験者ごとの技能獲得の特徴が説明された。
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Fig. 3 Score of all subjects.
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Fig. 4 Score of subject 1.
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Fig. 5 Score of subject 3.
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